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第
十
二
卷
_
a

〇
一
〇)

雜
錄
刺
子
步
合
の
平
衡 

以
て
叙
上
の
如
き
高
率
な
る
利
楚
の
唯
一
の
拟
阁
ビ
看 

倣
す
こ
e
を
得
ず
。
如
：

な
れ
ば
、
m
英
間
の
現
送 

费
は
高
率
に
上
る
と
は
云
へ
、
千
分
の
十
內
外(

註
五)

.

 

に
し
て
、
英
獨
間
の
現
送
费
に
比
し
て
千
分
の
五
六
內 

外
の
高
率
を
保
て
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
な
ぅ
。
從
つ
て
>

 

一
 

日
英
照
の
利
差
が
日
佻
獅
間
の
刹
差
の
二
倍
內
外
な
らj 

ば
、-
雨
者
の
相
違
は
現
送
费
の
多
少
に
依
b
て
誘
致
せ 

ら
れ
た
る
•も
の
な
b
£

云
ふ
を
得
ん
も
、
夫
れ
以
上
の 

懸
隔
ば
國
際
的
貸
借
上
の
保
險
料
に
起
因
す
る
も
の
ぐ」 

潦
做
す
可
き
が
如
し
0
;'
:

'

;

.
'

j 

過
去
に
於
け
る
日
英
問
の
利
差
は
斯
く
の
如
く
頗
る| 

高
率
に
上
れ
ど
も
前
表
に
示
す
が
勿
く
、
千
八
西
九
十 

五
年
ょ
り
千
九
西
〇
四
年
に
至
る
十
ヶ
年
間
の
弗
均
が\ 

六
分
四
屈
八
毛
五
絲
な
り
し
に
、
其
後
の
九
ヶ
年
間
の 

弗
均
が
三
分
八
厘
七
毛
1
1
1

絲
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
ヽ
日 

英
間
に
於
け
る

.

金
融
關
係
が
益
々
密
接
と
爲
力
つ
、
あ 

る
を
知
る
に
難
か
ら
ざ
る
な
6
。
戰
時
中
は
純
々
の
變

第

七

挪
.

3
六 

態
的
事
情
の
存
す
る
も
の
な
れ
ば
、
S

の
國
際
时
關 

係
に
就
き
て
、

斷
S
⑽
の
豫
想
を
試
み
.る
を
避
け
ざ
る 

可
か
ら
ざ
る
.

7P

、
平
和
恢
復
後
.に
は
歐
#
#
國
ミ

S
 

と
の
間
に
於
て
は
金
利
の
平
衡
が

§
ょ
り

も

^

し

く
 

行

は

る

、

に

至

る

可

し

と

信

^-
。

.

註
一
、或
雄
度
|:
於
て
は
利
蓮
の
平
均
が
遙
か
に
此
以
下
に
阵
リ
れ
る 

.

こ
と
あ
れ
ど——

例
へ
ば
一
八
四
七
年
の
l

M

i
宅
一
絲
、
一
 

八
七
，三
年
の
一
滅
一
モ
七
絲
 >
 一
八
八
六
半
の
 
一
M

一
 

1

八
八
八
年
の
九
毛
五
絲
等——

斯
く
の
如
き
利
蓬
の
縮
小
ノ 

は
利
子
步
合
平
衡
作
州
の
誘
致
乜
し
も
の
と
云
ふ
ょ
リ
は
寧 

ろ
偶
然
の
步
合
I:

し
て
、
例
外
ざ
•看
做
す
可
き
も
の
な
る
可 

し
o

 

:

.

11
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e
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r
g

e
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l
a
r
e
.
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M
o
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n
d

 

e
d

 

C
I

9
H

4

ゾ
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p
p
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0
0
0 

if
c

H

、
同
上
百
ニ
十
九
.
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:

*

 

他
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a
r

t
l

e
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W
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t
h

e
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W
a
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m
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a
r
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S
t
r
e
e
t
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P
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參
脱
。

独
四
、
倫
敦
に
對
し
て
は
英
蘭
鈒
行
の
.

公
定
割
引
少
合
を
採
り
?;
れ 

ぱ
、來
京
に
對
し
ズ
1

權
衡
上
日
本
銀
行
の
公
足
割
^

^

合
か 

用
ゆ
る
か
茧
當
と
爲
す
が
如
旮
匁
れ
ど
、
我
H

木
銀
衧
の
少 

'合
は
外
阀
の
中
央
銀
行
の
如
く
市
勘
の
合
融
狀
態
か
路
贤
に 

,

M

射
す
_

名
も
の
_

| :

非
‘

ざ
る
か
以
て
、市
中
金
利
‘

;)
|

ひ
? :

リ
。

t V  f
1%

SSSBSBSSS

註
五
、
水
野
前
也
藉「

吹
訂
%
秈
外
阈
爲
縣J (

大
正
六
牟
六
月
發
吁) 

三
三
五—

六
質
參
照

渡

邊

馎

士

0
:

『

秘

密

稹

立

金
 

推

算

』

%
讀

み

て

.

.

.

池

田

龍

藏

佘
が
常
に
畏
敬
し
て
居
る
^
邊
鐵
藏
博
土
が
、
$
 

:國
家
學
會
雜
誌
第111

十
一
一
卷
第
六
號
に
於
て
、「

秘
密
積 

立
金
ノ
推
算」(

〗

頁一

十̂
七
頁」

な
る
論
文
を
公
に 

せ
ら
れ
た
。
我
が
學
遨
間
に
於
て
は
か
：、
る
種
類
.の
間 

題
が
#
胄
に
有
益
な
る
に
狗
ら
す
取
扱
は
る
、
事
が
少 

な
い
の
で
、
-,
佘
は
之
を
以
て
學
界
の
慶
事
と
打
喜
ん
で 

通
讀
し
た
？
而
し
て
豫
期
の
如
く
尋
常
一
機
の
»
究
に 

ぁ
.ら
ざ
る
を
知
っ
た
の.
で
ぁ
る
。
：

元
來
博
士
の
所
謂
秘
密
積
立
金
と
は
、使
川
財
货(

土

地
建
物
機
械H

具
等)

：
、
：
營

業

：財

貨

(
原
料
#
製
品
製
品 

等)

ヽ
準
備
財
貨(

通
常
有
惯
證
券)

、
及

び

：取

引

財

貨
S
 

權
：

)

に
對
す
る
減
額
評
慎V

:、

其
の
實
價
ビ
の
差
額
を
霖 

味
す
る
も
の
で
あ
る
か
.
' 其
の
推
算
方
法
は
次
の
如
く 

で
あ
る
。

先
づ
第i

に
公
‘然
積
立
金
、
.當
期
純
益
金
及
び
前
期 

繰
越
金
の
合
計
を
作
ぅ
、
挪
込
資
本
金
に
對
す
る
興
の 

百
分
率
を
見
出
し
て
其
の
挪
込
資
本
金
一
〇
〇
x

sの 

和
を
假
に
貸
借
對
照
表
職
場
々J

名
，付
け
る
、
.次
に
其
の 

會
社
の
株
券
の
拂
込
金
額
'を
一
〇
〇
％
ビ
し
て
之
の
埘 

場

(f
の
割
合
を
求
め
る
、
之
を
假
に
取
引
所
相
場
ビ
云 

ふ
、
.而
し
て
取
引
所
相
場
と
貨
借
對
照
表
相
場VJ

の
差 

た
る
酉
分
率
を
拂
込
資
本
金
に
乘
じ
た
も
の
が
1

»
 

立
金
の
槪
算
额
ビ
す
る
0:
で
あ
る
、
例
へ
ば
挪
a

«本 

金
六
酉
莴
圆
に
て
各
猶
の
公
然
稹
立
金
純
益
金
繰
越
金 

等
の
合
計
が
百
八
+
,萵
圓
な
れ
ば
、
後
者
は
'前
者
に
對 

し
て
三
〇
%
で
典
の
貨
借
對
照
表
相
場
は
一
三
〇
％
で

第
十
二
怨(j

〇
I 

0

雑
錄
波
邊
博
士
の
秘
密
赜
立
金
の
桶
銘
か
詖
み
て

r G

h



笫
十
二
傲

0

〇
一

1

•一)

雜
錄
渡
邊
博
士
の
秘
密
褚
立
金
の
推
雜
誠̂
み
て

 

笫七號ニーブノ

あ
る
、
次
に
其
吖
會
社
の
株
券
ゼ
替
麗
込
で
三
西

, 

圓
の
相
場
な
れ
ば
、
其
办
取
引
所
相
場
は
ー
五
〇
％
で 

其
.の
貨
借
對
照
表
相
場
^
め
差
は
ー
1〇
%
な
れ
ば
、
之
. 

を
挪
込
資
本
金
六
?1
满
随
に
乘
ず
れ
ば
百
ニ
十
莴
圆
の 

秘
密
稻
立
金
が
あ
る
事
が
わ
か
る
。

.

■ 

_

.
如
上
の
如
き
博
士
の
推
箅
法
は
興
の
過
程.に
.
於

て

確
 

が
に
合
理
的
で
、
然
も
非
常
に
思
ひ
付
き
の
ょ
い
も
の 

だ
と
思
ふ
が
、
た
七
博
士
が
計
黛.の
基
礎
S

せ
ら
れ
た 

取
引
所
相
場
.な
る
.も
の
が
、.
果
し
.て
會
社
の「
貸

借

對\ 

照
表
一
一
現
ヤ
ン
ザ
ル
財
產
價
格
ヲ
含
ミ
タ
ル
企
^

ノ
評

I

 

K

J
な
6
や
否
や
、
聊
か
疑
な̂

®
ば
ず
で
あ
る
、
余
は 

此
の
點
に
つ
き
謹
ん
で
懷
士
の
御
垂
敎
を
乞
ひ
た
い
の
'
 

で
あ
る
。 

一
 

博
士
が
實
例
と
し
て
許
算
ざ
れ
た
銀
行
の.株
券
の
市 

價
に
餘
纟
に
變
動
も
少
く
、
且
つ
流
通
性
も
同
じ
く
な 

’
 

S

か
ら
比
較
的「

貨
借
對
照
表
ユ
双
ニザ

ル
財

產
價 

格
ヲ
含
ミ
タ
ル
企
業
ノ
評
價

」
：

に
.近S

も
の
と
.云
つ
て

も
大
な
る
不
都
合
は
生
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
大
部
分
の
貪 

祖
の
株
券
0:
脱
引
所
相
場
に
、
假
令
博
士
の
云
は
れ
，た 

如
く
貨
借
對
照
表
作
製
月
若
く
は
週
の
本
均
相
場
と 

る
に
し
て
も
、
傅
士
の
說
‘に
適
合
す
る
も
の
な
b

や
、
 

否
や
、
余
は
!®
士
の
擧
げ
ら
れ
な
か
つ
た
他
の
實
㈣

に 

つ
い
て
少
し
ぐ
硏
究
の
歩
を
進
め
て
見
た
.い
と
思ふ
。.

取
引
所
株
の
如
く
極
端
に
人
氣
に
ょ
つ
て
支
配
せ
ら

.
 

る
、
も
の
は
姑
く
論
せ#
V
Jす
る
も
、
今
隱
れ
た
る
資 

產
が
多
い
ミ
噂
さ
れ
て
居
，る
鲼
淵
：

S

續
株
式
.曾
社
に
就
■' 

S

て
鼾
算
し
て
見
た
い
。
大
芷
六
年
六
月
末
に
於
け
る 

同
社
の
各
種
公
然
猜
立
金
純
益
金
繰
越
金
は
合
肝
千
八 

百
十
萬
四
千
八
百
九
十
四
圆
で
ぁ
る
、
而
し
て
拂
込
資 

本
金
は
一
千
四
莨
九
十
六
萬
六
千
六
百
三
十
圆
な
れ
ば
'
 

所
謂
貸
借
對
照
表
相.場
は
二
ニ1

%

弱
と
な
る
、
ま
た 

同
年
六
月
中
に
於
げ
る!P
J
ff
±

舊

株

の®:
京

株

式

取

引

所
 

に
：於
け
名
當
切
0
ハ
月
限)

0
平
均
相
場
は
：1W

八
十
！I

 

11
1
五
十
二
錢
で
、.
を
の
所
1
&

引
所
相
場
は
五
六
九%

强
で
あ
る
、
故
に
取
引
所
根
場
と
貸
借
對
照
表
相
場
^

の
差
ば
三
四
八%
と
な
る
、
今
之
を
拂
込
资
本
金
に
乘 

す
れ
ば
同
祉
の
秘
密
賴
立
金
は
五
千
ー11?
八
莴
三
千
八 

W

七
十
一
一
圓
あ
る
事
が
わ
が.る
、
次
に
大
正
六
年
十-:
 

月
末
に
於
け
る
同
社
の
谷
秫
公
然
賴
立
金
純
益
金
繰
越
一 

金
の
合
許
ニ
千
ニ
百
四
十
五
商
三
千
四
苗
ニ
十
圆
、
挪
‘

込
資
本
金
千
五
百
七
十
八
與
六
千
九
西
七
十
圆
、
之
の 

.
貸
借
對
照
表
相
場
はn

四
：ニ
^

强

で

ヽ

同

岸

士

一

月

中

\ 

の
同
舊
株
の
當
切
の
平
鄭
相
場
は
ニ
西
三
十
ニ
圓
九
十
一 

四
餞
、
之
の
取̂|
所
相
場
は
四
六
六
％
弱
、
之
の
差
ニ |

 

ニ
四
％
な
れ
ば
、
之
れ
に
ょ
つ
て
推
算
し
れ
る
秘
密
積
一 

立
兪
は
三
千
五
西
三
十
六
莴
ニ
千
八
百
十
ー
一
圓
と

^

る
■
 

の
で
あ
る
。

■,
 

以
上
は
博
士
.の
方
法
に
從
っ
て
鐘
淵
紡
績
株
式»
社
.
 

の
最
近
ニ
半
期
の
秘
密
職
立
金
を
推
算
し
.た
も
の
で
あ 

る
が
、
火
正
六
年
上
年
期
末
に
於
，け
る
同
社
の
隱
れ
た 

る
賢
產
と
大
IE

六
年
下
半
期
末'の
そ
れ
^'
'

比
較
す
る
時
.

.

卷

(.一

〇一

三))

^:
鋒

に
魄
實
に
同
良
の
談
は
非
各
表
で
挎
增
加1,
セ
居
る
と 

の
事
で
あ
る
に
も
，拘
&
ず
博
士
の
推
算
法
に
ょ
れ
ば
赏 

に
•—
*
千
六
w
■
七
十
一'
 一
萬
：マ

r

中
百
六
圓
だ
け
減
少
し
だ#

 

ビ
な
る
、
こ
れ
余
.の
到
底
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
處
で
あ
る 

こ
れ
は
た
^
*
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
か
く
の 

如
き
例
は
简
枚
擧
す
る
に
遑
が
な

s

の
で
あ
る
、
を
こ 

で
此
の
不
思
讖
な
る
數
字
が
何
故
出
て
來
た
か
と
云
ふ 

曝
に
づS

て
考
へ
て
見
る
ヒ
、
博
士
がft
算
の
甚
礎
と 

せ
ら
れ
た
株
券
の
取
引
所
相
場
な
る
も
の
が
、

「

贷
借
對 

照
表
二
现
ハ
レ
ザ
’
財
產
價
格
ヲ
合
ミ
タ
ル
企
業
ノ
評 

賀」

で
な
：；
だ
ら
ぅ
ビ
云
ふ
事
に
氣
が
付
く
の
で
あ
る 

こ
の
株
券
の
市
價
の.決
定
要
素
に
就
て
は
高
城
仙
次
郞

先
生
が
詳
細
な
る
：硏
究
、

(

.一

1

苗
^

會
雜
認
^

十
—
^
第
.
 

八
號
一
一
七
页——

一

四
一
頁)

を
發
表
さ
れV

居
る 

が
、
要
す
る
に
其
株
券
に
關
す
る
辦
要
供
給
に
ょ0
て 

決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
、
會
社
の
赏
質0
如
备
は
楚
等 

窬
要
供
給
を
支
配
す.る1

，要
素
'に
過
ぎ
^
、尙
人
氣
增

波
邊
博
士
の
秘
密
粮
立
金
の
推
銘
か
誠
みy

 

笫七號一三九，



第
十
二
卷(

1
0一
四)

雑

錄
 

合
•利
や
、
物
愤
等
の
秫
々
な
る
11
)

:

要
耍
素
が
存
在
し
て 

居
る
の
で
あ
る
、

故
に
株
式
取
別
所
に
於
け
る
株
券
の 

和
場
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
も「

貨
借
對
照
表
ラ
现 

、ノ
レ
ザ
ル
財
產
©
格
ヲ
合
.ミ
タ
ル
企
業
/
評
價」

と
云 

ひ
得
な
い
と
思
ふ
、1
體
大
正
六
年
十
二
月
に
於
け
る
、
 

大
部
分
の
株
券
の
相
場
は
同
年
の
六
月
の
に
比
し
て 

一I 

般
に
下
落
し
て
居
る
が
；、
;.
.こ
は
主
と
し
て
米
國
.の
鐵
禁I 

輸
物
惯
調
節
令
船
舶
管
理
令
の
發
布
、
，東
西
組
合
銀
行
一 

の
利
息
引
上
：露
國
の
大
政
變
等
の
會
祉
の
內
部
に
直
接j 

關
係
な
§
原
因
に
ょ
る
の
で
.あ
つ
て
、
決
し
て
.會
社
の 

實
質
に
は
關
係
しV.

居
ら
ぬ
一
の
で
.あ
る
、
若
し
博
士
の 

計
箅
法
を
以
て
す
れ
ば
.大
部
分
の
會
jr
r
hが
大
正
六
年
六 

月
ょ
b
十
二
月
に
至
つ
て
秘
密
積
立
金
が
激
減
せ
ね
ばj 

な
ら
ぬ
が
、
か
、
る
»
は
何
人
も
信
じ
得
ら
れ
ぬ
所
で 

あ
つ
て
事
實
は
却
つ
て
を
の
反
對
な
の
で
あ
る
。

博
士
は
比
較
：

g

其
の
株
券
の
相
場
に
變
動
の
少S

銀 

行
に
つ
き
例
を
ど
ら
.れ
た
於
ら
、
或
は
日
本
銀
行
日
本

笫

修
.

5

Q

勸
業
龈
れ
橫
獱
疋
金
鈒
行
馆j

鈒
行
の
秘
密
®
立
金
は 

|«
士
の
_
算
额
に
近
ぃ
も
の
か
も
知
れ
ぬ
ヽ
然
も
鈒
行 

株
に
し
た
所
で
傅
士
の
推
|)
:
法

に

ょ

る

ミ

¥

»
(<
:
.
反

す 

る
現
象
を
里
ず
る
事
が
多
い
ヽ
例
へ
ぱ
近
江
银
tl
の
例 

を
ビ
つ
て
見
る
吃
大
进
六
年
六
月
に
於
け
る
同
行

 ̂

狒
込
は
四
首
萬
圓
、
各
種
公
然
廣
立
金
純
益
金
繰
越
金 

合
計
が
百
六
萬
ユ
千
八
百
五
十
ニ
圆
な
れ
ば
、
之
の
貨 

借
對
照
表
相
場
が 

一
ニ
七
％

'®
で
あ
る
、
而
し
て
间
行 

株
の
同
年
六
月
中
の
平
均
*
場

は

.六
十
六
圆
一
ー
十
餞
强 

な
れ
ば
、
其
の
所
謂
取
引
所
相
場
は
一
' 三 
一一％
强
で
あ 

る
、
故

.̂
之
の
ニ
つ
の
率
の
差
は
五
％
で
、
乙
れ
に
ょ 

つ

て

推

箅

し

た

同

行

の

秘

觀

積

立

金

，.は

十

八

说

五

千

圆 

で
あ
る
"
次
に
同
年
十
二
月
に
於
け
る
拂
込
資
本
金
は 

五
西
五
十
五
萬
圓
、
各
鋪
積
立
金
純
益
金
繰
越
金
合
計
：
 

は
瓦
五
十
九
萬
九
千
六
西
宍
十
七
圆
だ
か
ら
、
某
の
® 

借
對
照
表
相
場
ば

.「

一，一

七
%
强
と
な
る
、
ま
た
同
年
十 

一
ー
月
中
に.於
け
.る
同
株
の
，
平
均
相
場
は
：モ
：
十
九
圓
九
十

波
邊
博
士
の
秘
密
嵇
立
金
の
推
節
か
詖
み
て

錢
强
で
あ
る
か
ら
、
■之
の
所
謂
取
引
所
相
場
は 
一
ニ
〇 

%
弱
で
あ
る
、
故
に
®
借
對
照
表
相
場
は
所
謂
取
引
所 

相
場
ょ
り
七
％
允
け
.多
い
事
ど
本
る
、
さ
|れ
ば
.近
江
銀
、' 

行
は
大

IE
十 
一一
;3
ば
三
十
八
脔
五
千
圓
だ
け
f
M 

評
■
を
し
^
事
S
な
る
、
：事
實
は
同
行
の
秘
密
穑
立
金
一 

が
六
年
六
月
ょ
ぅ
.十1

は
僧
加
し
て
居
る
と
信
すj 

べ
き
理
曲
が
多
い
に
係
ら
ず
、：

減
少
せ
る
の
み
な
ら
す 

却

-D
て
®
額
の
清
«
評
價
を
む
て
居
：る
事
€
^
る
、
之

| 

れ
何
人
も
凝
搖
ざ
る
を
傅
な
い
所
で
あ
る
.、
何
故
か
ゝ| 

;
珍
规
象
を
呈
し
た
が
と
云
べ
；ば
近
江
銀
行
は
大
正
六
| 

年
六
月
.に
資
本
金
四
瓦
萬
圓
を
六
百
萬
圓
紀
增
加
し
、

舊

;—
:株
に
つ
き
新
，一' 株
を
锏
當
て
た
0
で
、
六
月
中
:0
: 

平
均
相
場
六
十
六
圓
ーI

十
錢
强
は
新
株
の
.權
利
?:
も

合

ノ
 

ん
で
届
り
、
同
年
十〗I

月
中
の
平
均
相
場
五
十
九
圓
九. 

十
錢
强
は
新
株
落
の
相
場
な
の
で
あ
ク
て
、
其
の
差
六 

圓
一1!

十錢
、
は決しセ同行は

|«
係
ぢ
い
.の
で 

あ
る
。
尙
邶
の
增
資
に
關
す
る
數
字
を
盼
士
の
實
例
-c
f

笫
十
ニ
卷(

1
Q
13L)

雜

錄

■-
1
,て
示
さ
れ
た
0.
本
_
業
銀
行
第
一
銀
行(

日
本
銀
行 

橫
濱
正
金
跟
行
は
»

±
垆
^

を̂
認
_め
ら
れ
f
t卅
八
年 

後
增
資
な
し)

.に
就
て
點
檢
し
て
：見
た
5
?
日
本
勸
業 

.銀
行
は
明
治
四
十
四
：年4C

月
に
增
資
を
し
て
居
る
、'
故 

に
博
士
が
計
算
さ
れ
介
如
く 

(

國
家
學
會
雜
誌
第
三
十 

一一

卷
第
六
號1

五
頁
參
照y

明
治
四
十
四
年
上
半
期
に 

取
引
所
相
場
が
一
一
一
一一

六
％
か
ら
下
半
期
に
は
一
八 

に
激
落
む
て
居
る
の
ほ
別
に
不
思
議
は
な
い
、
故
に

 ̂

■の
秘
密
積
立
金
も
一
千
三
西
七
十
三
熊
圆
か
ら
六
西
七 

十

七

萬

五

千

圓

(

傅
土
は

千

九

百

一

ー

十

七

薜

五

午

圆

ヒ 

し
て
居
ら
れ
る
か
、こ
は
11
±
が
取
引
所
栩
場
一
八
四
‘ 

1

X
と
貸
借
對
照
表
相
場1

ー1
九
*九
^
ヒ
の
差
が
，五 

四
丄
H

の
を1

五
四H

ど
せ
ら
れ
穴
結
果
か
、 

る
數
字
が
出
：て
來
た
の
で
あ
る
、
.

)

に
激
減
し
て
居
る
、
 

ま
た
大
正j 
ニ
年
七
月
に
：
も
#
資
し
た
の
で
、
同
年
上
半 

期

に

は

：秘

密

積

立

金

：が

千

，一
一
百
六
十
六
萬
圆
ぁ
つ
た
も 

.の
が

下

半

期.に
は
3£
西
4ハ
十
七
离
五

千

圆

に

.徼

減

し

て

舘
七
M

,'
 ■-
:

:

:
1
©
1

波
邊
傅
士
の
，秘
密
嵇
立
金
■の
i

f

eみ
て



笫
十〗

s 

(
一

〇
一
六)

雜
錄
.經濟時琪評
論

居
る
、
ま
た
第
ー
鈒
行
は
大
正
元
年
下
半
期
五
年
下
半
，
 

期
に
堦
資
し
て
居
る
が
、
こ
ば
他
の
鈒
-«
を

買

收

し

，て 

.

咐
资
し
た
の
で
取H?

所
相
場
に
は
關
係
な
い
か
ら
、
大 

正
一
一
年
下
半
期
の
增
資
の
■時
を
見
る
忙
ヽ
大
正1

一
年 

上
半
期
に
は
秘
密
職
立
金
五
1
ー1十
一
莴
あ
っ
だ
も
の

— 

ン
が
同
下
半
期
に
は一

萬
三
千
圆
に
大
激
減
を
吿
げ
て
居
：
 

る(

一
七
頁
參
照)

、
か
/、
の
如
く
日
本
勸
業
銀
行
及
び 

.

.第
一
銀
行
が
增
資
の
度
侮
に
秘
密
積
立
金
が
激
減
す
る
’

.
わ
け
は
'な
，
い

の

で

あ

る

、

た

 
<
そ
の
株
券
が
新
株
落
な 

る

爲

め

下.^
し

て

か
 
> 
る
數
字
を
呈
す
'̂
に
至
，つ
た
の
一 

で
あ
る
。

か
く
の
如
く
論
じ
來
れ
ば
博
士
が
取
引
所
相
場
を
秘 

密
積
立
金
推
算
の
前
提
5
せ
&
れ
た
る
に
無
理
で
ば
な\ 

い
だ
ら
5
か
W
-M
は
ざ
る
を
得
な
い
'の
で
、
玆
に
博
士 

. 

、

の
御
高
敎
を
仰
ぐ
事
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

：

.

.
 

.

:..
へ
妄
言
多
謝〔

v;
i

、
 

笫

七

號

一

四1
1

經

濟

,
事

評

論

'

■
:
.
安

川

_貞

;'
.三
：

利
己
的
思
想
ど
皮
相
的
經
濟
思
想
靜
的
狀
態
の
下 

に
あ
る
封
鎖
的
國
民
經
濟
に
就

い

て

云
へ
ば
國
民
の
幸 

福
の
ょ
つ
て
か.

ゝ
る
所
は
興
社
會
に
於
け
る
財
貨
の
存 

在
量
で.
.あ
つ
て
貨
幣'

の
多
少
は
之
ビ
.何
等
の
關
係
を
有 

.

ず
る
も
の
で
：は
：，な
い
が
、
而

も

I

個
人
の
立
場
か
ら
云 

へ
，ば
此
關
係
ぼ
全
く
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る 

.

蓋
し
營
利0

手
段
ビ
し
て
の
貨
幣
の
作
用
を
度
外
視
す 

る
も
貨
幣
の
所
有
高
の
多
#

は
.

直
ち
に
.其
社
會
に
於
て 

當
時
存
在
す
る
財
货
に
對
す
る
當
談
貨
幣
所
有
者
の
支 

配
*

の
大
小
を
表
は
す
も
办
で
あ
つ
て
其
幸
福
の
.大
小 

を
決
す
る
か
ら
で
あ
る
。
兹
に
於
て
か
拜
金
思
想
；の
.起 

る
亦
已
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
際
凡
て
の 

人
0 >

貨
幣
所
有
高̂
.

均

：，
1

.

0
» ]

合
を
以
.

て
增
加
す
るに

.

於
て
ば
財
貨
.0

ff
i

*の
增
加
せ
ざ
る
限
0
決
し
ヤ
ー
,
. 

個
人
の
幸
廳
'«
增
加
し
な
い
0
で
：あ
っ
て
、
炉 
>
る
場 

合
に
翁
に
己
れ
一
個
の
幸
福
を
計
ら
ん
と
す
る
に
は
他 

人
?:
排
し
て
己
れ

.«
り

最

も

多

く

.
の

貨

幣

を

獲

得

す

る 

の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
兹
に
於
て
か
此
の
理
由
を 

意
識
せ
る
と
せ
ざ
る
.

V 」.

は
別
i

ビ
し
て
我
利
我
利
主 

義
は
發
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く 

し
て
勞
働
の
：成
果
を
掠
奪
す
る
資
本
家
も
あ
れ
ば
、
世 

人
の
命
の
糧
を
買
占
め
て
迄
も
自
己
の
，懷
を
肥
さ
ん
i 

す
名
投
機
師
も
出
づ
る
.の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
理
論 

は

か

、
る

人

々

の

集

合

ょ

办

成

る

國

民

經

濟

^
:
於

け

る 

ど
同
じ
く
又
谷
國
ょ
り
成
る
#

經̂
濟
の
i
に
多
少
の 

制
限
0

Tに
適
用
せ
ら
れ
ー
且
か

/

v

る
自
己
本
'位
の
M
m- 

政
策
は
極
度
に
發
揶
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
'。
則
ち
も

-L 

各
國
の
交
易
に
‘甚
だ
し
き
障
害
な
き
も
のvj

せ
ば一

定 

塒
に
於
对
る
世
界
入
類
の
_
福
^

^

_世
界
妃
存
狂
.
_ 

す
る
財
«
の
量
^
ょ
り
.眼
.
^
^
る〜

の
で
.あ
.つ
て
^
し
.てヾ 

笫
十
二
餘(

ー
〇
一
七)

雑

錄

'
 

經
濟
評
論

此
の
財
貨
を
何
れ
の
國
が
此
較
的
最
も
多
く
之
を
刺
用 

し

幸

福

を

受

く

名

を

得

る

.や

は

其

國

0
所

有

ず

.る

世

邪 

的
財
貨
に
對
す
る
支
配
權
に
よ
b
て
定
ま
る
も
の
で
fc 

る
。
玆
に
於
て
か
童
商
主
義
的
思
盤
.政
策
は
行
は
れ
ざ 

る
を
得
な
い
。

.

斯
く
の
如
き
は
是
れ
交
易
經
濟
組
織
下
に
双
て
已
む 

可
か
ら
'ざ
る
現
象
で
'あ
る
け
れV 」

も
、
而
も
交
易
經
濟 

な
る
も
の
は
決
し
て
«

«な
る
ー
方
的
我
利
我
利
主
義 

の
下
に
行
は
れ
成
立
し
得
可
き
も
の
で
な
い
の
で
あ
る 

蓋
し
交
易
經
濟
の
T
に
f

て
，其
眞
髓
を
な
ず
®
利
行 

爲
を
支
配
す
る
の
は
自
給
經
濟
の
下
化
於
け
る
が
如
き 

愁
M

で

は
な
く
じV

».
は
購
買
力
を
#
ふ
愁
蓮
即
ち
需 

要
で
あ
る
.か
&
で
あ
る
。
：此
0
故

，に

營

利

行

爲

な

る

も 

の
は
他
方
に
購
買
力
‘を
有
す
，る
も
の
あ
h
て
始
め
て
營 

利
^
0し
.て
成
立
す
る
も
の
で
あ
..つて
、
他
人
を
歷
し
て 

己
れ
一
人
利
せ
ん
と
す
る
は
交
易
經
濟
の
性
質
上
許
3 

ざ
る
所
な
の
で
あ
^
。
只
今
日
の
妣
會
に
於
て
屢
々
一 

.

, 

第
七
號
.

一
四
三


